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すべすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化!!すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化!!

問い合わせ　仁淀消防本部予防係　参 ８９３－３２２１・住宅用火災警報器相談室　錆 0120－565－911

　仁淀消防組合火災予防条例により、平成２３年６月１日からすべての住宅に設置が義務付け
られています。

●新築の住宅等については、平成１８年６月１日から設置が義務付けられています。
●既存の住宅等については、平成２３年６月１日から設置が義務付けられています。
　全国の住宅火災による死者は毎年１，０００名を超えており、そのうち約６割が逃げ遅れによるものです。
また、年齢別では６５歳以上の方が約６割を占めています。今後、高齢化の進展に伴い、さらなる増加が
懸念されます。米国等では、住宅用火災警報器等の設置が義務化されており、その普及に伴い、死者数
が半減しています。住宅用火災警報器は火災の早期発見に大変有効であり、逃げ遅れによる死者を防ぐ切
り札とも言えるものです。設置されていない方は早急に設置してください。
　
　住宅用火災警報器は火災の煙を早期に感知して、
　　　　　　　　　　　　あなたやあなたの家族の　「いのち」　を守ります。
　
◎悪質な訪問販売には、十分注意してください ! !
　市場価格を超えた高額で販売する業者や、消防職員を装って訪問し、粗悪品を押し売りするケースも
あります。消防署員が住宅用火災警報器を販売することはありませんので、訪問販売には十分注意して
ください。住宅用火災警報器は、クーリングオフの対象です。
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